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【目的】薬学教育は医療技術の高度化、医薬分業の伸展に伴い、臨床現場での高い

能力を備えた人材育成を目的として 2006 年より薬学部修業年限に 6 年制が導入

され、臨床現場のニーズとしても高い実践力が求められている。しかし、医療現場

において薬剤師と医師・看護師との患者把握に対するアプローチの相違が解消で

きていないことも事実である。我々は 2014 年 3 月に岡山臨床薬剤師シミュレーシ

ョン研究会(Clinical Pharmacist Okayama Simulation Training; CPOST)を発足

し、卒後薬剤師教育の中で現在何が必要であるか、またどのような医療教育が薬学

部 6 年制教育で欠如しているかを確認するため、医療シミュレーショントレーニ

ングを用いた方法で検討した。【方法・結果】院内薬剤師を対象にした疾患テーマ

毎のシミュレーションプログラムを立案し、実施前後での筆記テストおよびアン

ケート法を用いて調査を行った。その結果、シミュレーションを行う前後で疾患テ

ーマに対する知識に有意な向上を認めた。また、アンケートから薬剤師の知識で不

足しているものが解剖学・病態生理・診断学であることが判明した。【結語】臨床

現場では治療の最終目標は患者であり、医師・看護師・薬剤師を問わず同一である。

そこへの到達過程が薬剤師は薬学教育であり、医師・看護師は医学部系教育が基盤

にある。この学部教育課程での患者アプローチの相違が、薬剤師が臨床現場で十分

に実力を発揮できていない原因である可能性が示唆された。病態生理・疾患の全体

像を把握し、臨床現場に即した知識の不足を補填する目的で、高い臨床能力を有し

た薬剤師育成としての医療シミュレーション教育の導入は、臨床現場で薬剤師の

能力を引き出す上で効果的な方法であると考えられる。 


